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発
行
に
あ
た
っ
て 

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
長 

鐘
ヶ
江
一
朗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
は
、
本
市
の
歴
史
、
民
俗
、
美
術
工
芸
な
ど
に
関
す
る

資
料
の
収
集
、
保
存
、
公
開
を
行
う
施
設
と
し
て
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
日
に
開
館

し
た
。
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
調
査
や
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種
講
座
・
教
室
を

開
催
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

高
槻
市
文
化
財
ス
タ
ッ
フ
の
会
な
ど
と
手
を
携
え
て
市
民
参

加
の
「
歴
史
遺
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
、
そ
の
成
果
の
一
端
は
、
年
四
回
開
催
の
特
別
展
・
企
画
展
や
隔
年
発
行

の
『
高
槻
市
文
化
財
年
報
』
等
で
紹
介
し
て
き
た
。
こ
の
た
び
、｢

し
ろ
あ
と
だ
よ
り｣

を
年
数
回
の
予
定
で
発
行
し
、
よ
り
ビ
ビ
ッ
ト
な
情
報
を
皆
さ
ん
に
提
供
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
誠
に
簡
単
な
印
刷
物
で
は
あ
る
が
、
大
方
の
ご
叱
正
を
お
願
い
し
た
い
。 

  

成
合 

春
日
神
社
蔵
「
大
般
若
経
」
の
調
査 

西
本 

幸
嗣 

 

高
槻
市
成
合(

な
り
あ
い)

は
、
安
満
山
西
麓
に
位
置
す
る
山
あ
い
の
小
盆
地
で
あ
る
。

現
在
で
も
産
土
神
の
春
日
神
社
を
祀
る
「
十
老
衆
」
を
核
と
し
た
村
落
の
宮
座
が
機
能

し
て
い
る
。
ま
た
、
同
社
が
大
正
九
年(

一
九
二
〇)

ま
で
使
用
し
た
市
指
定
文
化
財
「
成

合
春
日
神
社 

雨
乞
い
祭
具
一
式
」
が
伝
わ
る
な
ど
、
都
市
近
郊
に
お
い
て
も
比
較
的

古
い
民
俗
形
態
や
民
俗
資
料
を
伝
え
る
貴
重
な
地
域
と
い
え
る
。 

当
館
で
は
、
平
成
十
八
～
二
十
年
度
に
成
合
地
域
の
文
化
財
の
掘
り
起
こ
し
調
査
を 

        行
い
、
そ
の
成
果
を
第
十
五
回
企
画
展
《
シ
リ
ー
ズ
高
槻
の
村
と
町Ⅱ

》
「
成
合 

春

日
神
社
と
金
龍
寺
」(

会
期:

平
成
二
十
二
年
一
月
四
日
～
二
月
二
十
八
日)

で
公
開
し

た
（
１
）
。
今
回
の
報
告
は
、
こ
の
公
開
に
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
春
日
神
社
蔵
「
大
般
若

経
」
の
調
査
結
果
で
あ
る
。
な
お
、
調
査
に
は
、
中
世
経
典
史
研
究
の
稲
城
信
子
氏
（（
財
）

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
特
任
研
究
員
）
の
指
導
を
得
た
。 

 

大
般
若
経
は
、
正
式
名
称
を
「
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
」
と
い
い
、
七
世
紀
に
唐
の
玄

奘
が
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
持
ち
帰
り
、
漢
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
の
ち
に
日
本
に
伝
わ

り
、
主
に
天
台
・
真
言
系
寺

院
に
流
布
し
た
。 

 

さ
て
、
春
日
神
社
所
蔵

「
大
般
若
経
」
は
、
十
巻
ご

と
で
経
箱
に
入
り
、
唐
櫃
の

木
箱
四
櫃
に
合
計
六
百
巻

が
納
め
ら
れ
て
い
る
。
唐
櫃

の
側
面
に
「
大
般
若
経
／
応

永
丗
五
季
戊
申 

正
月
十
一

日 

記
焉 

三
百
内
／
摂
津

州
成
合 

悉
檀
寺 

常
住

之
」
の
墨
書
が
あ
る
。
悉
檀

寺
（
し
つ
だ
ん
じ
）
は
神
社

に
隣
接
し
て
近
世
ま
で
所

在
し
た
天
台
宗
寺
院
で
あ

っ
た
。
同
寺
は
、
平
安
時
代

前
期
の
『
日
本
三
代
実
録
』 

し
ろ
あ
と
だ
よ
り 
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「大般若経」巻第一の冒頭部分 

に
登
場
し
（
２
）
、
天
台
別
院
の
国

家
安
泰
を
祈
祷
す
る
官
寺
と
し
て

創
建
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

し
て
、
神
仏
習
合
に
よ
っ
て
、
僧

が
神
前
読
経
（
３
）
な
ど
神
社
の
祭

祀
を
執
り
お
こ
な
う
神
宮
寺
と
な

っ
て
い
た
。 

永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
の
悉

檀
寺
の
僧
・
頼
乗
の
記
録(
写)

に
は
、

「
同
（
六
月
）
七
日
、
悉
檀
寺
霊

宝
大
般
若
経
六
百
巻
、
毎
年
虫
払
」

（
４
）
と
あ
り
、
毎
年
六
月
七
日
に

大
般
若
経
の
虫
払
い
・
転
読
が
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
頼
乗
が
記
す
と
こ
ろ
の
御
経
が
、

本
資
料
の
六
〇
〇
巻
そ
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

 
 

大
般
若
経
は
、
一
巻
ず
つ
、
巻
子
装
に
装
幀
さ
れ
た
版
経
で
、
本
紙
は
楮
紙
。
柿
渋

色
の
表
紙
に
白
・
紺
の
紐
を
付
し
、
江
戸
時
代
に
裏
打
ち
を
後
補
す
る
。
唐
櫃
蓋
の
裏

書
に
「
享
保
八
稔
癸
卯
六
月
吉
日
／
大
般
若
経
筥
／
摂
津
国
嶋
上
郡
成
合
邑
御
社
神
物

／
日
下
部
越
後
」
と
墨
書
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
に
箱

蓋
を
は
じ
め
、
御
経
の
修
繕
も
一
部
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、

現
在
、
大
半
の
巻
子
は
本
紙
が
固
着
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
巻
第
一
を
精
査
す
る
。
紙
高
二
六
・
五
㎝
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
類
例
と

同
規
格
で
あ
り
、
一
紙
の
紙
幅
三
八
・
〇
㎝
は
南
北
朝
時
代
の
一
般
的
な
紙
の
規
格
に

一
致
す
る
。
ま
た
、
軸
は
軸
先
に
朱
が
施
さ
れ
、
合
わ
せ
軸
を
使
用
す
る
古
い
形
態
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
印
字
の
形
態
や
様
相
か
ら
、
版
木
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
貞
応
元
年
～

嘉
禄
三
年
（
一
二
二
二
～
二
七
）
に
奈
良
・
興
福
寺
が
製
作
し
た
「
春
日
版
」
と
み
な

せ
る
（
５
）
。
こ
の
た
め
、
本
資
料
は
墨
書
さ
れ
た
応
永
三
十
五
年(

一
四
二
八)

の
年
紀

に
近
い
南
北
朝
～
室
町
時
代
初
期
に
「
春
日
版
」
を
利
用
し
、
摺
ら
れ
た
「
春
日
版
後

摺
」
の
大
般
若
経
と
し
て
評
価
で
き
る
。 

大
般
若
経
は
平
安
時
代
以
降
、
国
家
安
泰
・
五
穀
豊
穣
・
病
気
平
癒
な
ど
を
願
い
、

天
災
、
疫
病
な
ど
の
災
い
を
除
く
た
め
、
読
誦
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
中
世
に
入
る
と
、

五
穀
豊
穣
を
願
う
農
業
と
も
深
く
関
わ
り
、
し
ば
し
ば
神
前
読
経
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

大
般
若
経
が
村
落
の
秩
序
維
持
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
農
村
部
で
あ
る
成

合
地
域
に
お
い
て
は
、
農
業
を
生
業
と
す
る
人
々
が
、
当
然
、
五
穀
豊
穣
を
願
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
市
指
定
文
化
財
の
雨
乞
い
の
道
具
が
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
も
、
御
経
は
地
域
の
人
々
の
願
い
と
祈
り
に
よ
っ
て
読
誦
さ
れ
て
き
た
も
の
と
推
測

で
き
る
。 

こ
れ
ら
の
大
般
若
経
は
、
現
在
で
も
神
社
の
十
老
衆
に
よ
っ
て
、
毎
年
七
月
土
用
の 

日
に
虫
干
し
が
行
わ
れ
、
脈
々
と
神
社
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

今
回
、
大
般
若
経
の
製
作
年
代
や
施
主
な
ど
を
直
接
示
す
記
述
は
未
確
認
で
あ
る
も

の
の
、
現
段
階
で
は
市
内
唯
一
と
な
る
貴
重
な
中
世
の
経
典
群
で
あ
る
。
応
永
三
十
五

年(

一
四
二
八)

に
成
合
悉
檀
寺
へ
施
入
と
い
う
来
歴
の
蓋
然
性
は
高
く
、
あ
わ
せ
て

「
春
日
版
後
摺
」
と
い
う
製
作
過
程
が
う
か
が
え
た
。 

大
阪
府
下
で
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
奉
納
さ
れ
た
尊
延
寺
（
大
阪
府
枚
方
市
）
の
大

般
若
経
（
６
）
を
は
じ
め
、
室
町
時
代
の
観
音
寺
や
滝
畑
地
区
自
治
会
（
と
も
に
大
阪
府

河
内
長
野
市
）
の
大
般
若
経
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
市
指
定
文
化
財
に
な
っ
て

い
る
。
今
後
、
北
摂
周
辺
の
類
例
や
春
日
版
後
摺
本
の
流
布
状
況
を
含
め
、
引
き
続
き

調
査
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

 

【
注
】 

（
１
）
企
画
展
の
概
要
は
、
企
画
展
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
シ
リ
ー
ズ
「
高
槻
の
村
と
町
」Ⅱ

 

成
合 

春
日
神

社
と
金
龍
寺
」
（
高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
、
二
〇
一
〇
年
）
に
ま
と
め
た
。 

（
２
）
『
国
史
大
系 

日
本
三
代
実
録
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
三
年
）
。 

（
３
）「
成
合
村
春
日
大
明
神
神
事
例
式
写
」（
『
高
槻
市
史
』
第
三
巻
、
一
九
七
三
年
、
一
五
三
頁
）
本
史
料

は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
十
月
十
日
の
写
本
。
原
本
は
永
享
九
年
四
月
吉
日
の
年
紀
が
あ
る
。 

（
４
）
前
掲
（
３
）
一
五
五
頁
。 

（
５
）
稲
城
信
子
「
鎌
倉
期
に
お
け
る
経
典
印
刷
と
流
布
」（
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七
二

集
、
一
九
九
七
年
）
。 

（
６
）
稲
城
信
子
「
文
永
十
年
摺
写
の
大
般
若
経
に
つ
い
て
」
（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
七

七
集
、
一
九
九
九
年
）。 
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 此 直

清

霊

神

元

和

中

大

坂 

役

所

被

之

甲

冑

也

累

世 

謹

秘

蔵

焉

暦

年

巳

百

八 

十

有

餘

其

綅

盡

右

以

難 

綴

連

今

茲

癸

丑

之

夏

乃 

召

函

人

更

如

舊

修

理

云 

  

寛
政
五
年
夏
六
月 

 
 
 
 
 
 

直
進
謹
識 

 

永
井
神
社
伝
来 

永
井
直
清
所
用
甲
冑
・
衣
類
の
調
査 

千
田 

康
治 

 
野
見
神
社(

高
槻
市
野
見
町)

境
内
に
所
在
す
る
永
井
神
社
は
、
高
槻
藩
主
永
井
家
初

代
・
永
井
直
清(

一
五
九
一
～
一
六
七
一)

を
祭
神
と
し
て
、
寛
政
五
年(

一
七
九
三)

に

創
建
さ
れ
た
。
同
社
に
は
、
直
清
に
関
係
す
る
刀
剣
・
甲
冑
・
軍
陣
道
具
・
具
足
下
着
・

花
押
用
印
鑑
な
ど
の
資
料
が
伝
来
す
る
。 

今
回
の
報
告
は
、
こ
の
う
ち
慶
長
十
九
・
二
〇
年(

一
六
一
四
・
一
五)

の
大
坂
の
陣

に
お
い
て
、
永
井
直
清
が
着
用
し
た
と
伝
え
る
甲
冑
と
具
足
下
着
等
衣
類
の
調
査
結
果

で
あ
る
。
な
お
、
甲
冑
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
隆
旨
氏(

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館

参
与)

、
衣
類
に
つ
い
て
は
山
川
曉
氏(
京
都
国
立
博
物
館
研
究
員)

の
指
導
を
得
た
。 

 

○
伊
予
札
黒
糸
威
胴
丸
具
足
（
永
井
直
清
所
用
） 

法
量(

各
高
・
単
位
㎝
。
以
下
、
法
量
の
記
述
に
共
通) 

胴
三
五
・
〇 

草
摺
二
三
・
五 

兜
鉢
一
九
・
五 

面
一
二
・
〇 

袖
三
四
・
〇 

 

籠
手
六
六
・
五 

佩
楯
五
二
・
五 

脛
当
三
二
・
三 

具
足
櫃
五
八
・
五 

 

具
足
櫃
の
蓋
裏
に
は
、
永
井
神
社
を
創
建
し
た
九
代
藩
主
永
井
直
進
に
よ
る
寛
政
五 

              

年
六
月
の
墨
書
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
永
井
直

清
が
大
坂
夏
の
陣
で
着
用
し
た
こ
と
と
、
寛
政

五
年
に
威
糸
を
修
理
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
明
治
十
二
年(

一
八
七
九)

、
最
後
の
高

槻
藩
主
で
あ
っ
た
永
井
直
諒
か
ら
同
社
へ
寄

進
さ
れ
た
。
永
井
神
社
の
尊
影
『
直
清
霊
神
像
』

は
、
本
甲
冑
を
着
用
し
て
騎
乗
す
る
直
清
の
姿

で
あ
る(

１)

。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

胴
は
鉄
製
伊
予
札
を
縫
延
し
て
、
黒
糸
を
素

懸
威
に
す
る
。
こ
の
形
式
は
、
徳
川
家
康
所
用

具
足
（
久
能
山
東
照
宮
蔵
・
重
要
文
化
財
）
を

は
じ
め
と
し
て
、
桃
山
～
江
戸
時
代
初
期
の
徳

川
家
家
中
に
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
黒
糸
の

威
糸(

２)

や
、
鬼
会
の
捻
り
返
し
の
な
い
胸
板
、

中
央
が
山
形
に
な
っ
た
脇
板
な
ど
に
、
同
時
代

の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
彩
色
は
、
全
体
を
朱

漆
塗
と
し
、
腰
を
黒
漆
塗
、
胸
を
金
箔
押
に
し

た
他
に
類
例
を
み
な
い
も
の
。
草
摺
は
革
製
金

箔
押
本
小
札
五
段
を
黒
糸
威
す
る
が
、
現
状
で

は
黒
糸
の
揺
糸
の
劣
化
に
よ
り
、
全
て
胴
か
ら

分
離
し
て
い
る
。
本
来
七
間
あ
っ
た
と
み
ら
れ

る
が
、
現
存
す
る
の
は
六
間
分
で
あ
る
。 

兜
は
黒
漆
日
根
野
頭
形
兜
で
、
シ
コ
ロ
は
鉄
板
札
の
黒
糸
威
五
段
。
兜
鉢
が
頭
高
な

の
が
特
徴
で
あ
る
。
本
来
の
揃
物
で
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
胴
と
同
時
期
の
製
作
と

み
ら
れ
る
。
頭
立
は
欠
損
し
、
前
立
は
徳
川
家
旗
本
の
合
印
「
金
の
輪
貫
」
で
あ
る(

３)

。 

小
具
足
の
う
ち
、
面
頬
は
鉄
製
朱
漆
塗
の
半
頬
で
、
垂
は
金
箔
押
板
札
四
段
の
黒
糸

威
。
大
袖
は
弓
手
側
の
み
現
存
し
、
革
製
の
金
箔
押
本
小
札
七
段
を
黒
糸
威
に
す
る
。

籠
手
は
篠
籠
手
で
、
各
金
具
を
金
箔
押
に
し
、
鎖
で
繋
ぐ
。
佩
楯
は
鉄
製
の
朱
漆
塗
カ

ル
タ
札
を
菱
綴
し
た
板
佩
楯
。
脛
当
は
鉄
製
朱
漆
塗
の
篠
脛
当
で
あ
る
。 

本
甲
冑
は
、
実
用
本
位
の
シ
ン
プ
ル
な
構
造
で
あ
る
が
、
朱
漆
や
金
箔
を
多
用
し
て

華
や
か
な
外
見
と
な
っ
て
い
る
。
胴
や
兜
の
形
状
に
桃
山
～
江
戸
時
代
初
期
の
特
徴
が

表
れ
て
お
り
、
具
足
櫃
の
墨
書
の
内
容
と
時
代
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
永
井
直
清
が

伊予札黒糸威胴丸具足（永井直清所用） 

胴の部分拡大 具足櫃蓋裏の墨書 
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大
坂
の
陣
で
着
用
し
た
甲
冑
と
の
伝
来
を
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る
。 

江
戸
時
代
初
期
以
前
の
甲
冑
の
現
存
数
は
少
な
く
、
そ
の
中
で
も
実
戦
で
の
使
用
歴

や
、
着
用
者
が
判
明
す
る
も
の
は
特
に
希
少
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、
本
甲
冑
は
甲
冑
研

究
上
、
大
変
貴
重
で
あ
り
、
特
に
江
戸
時
代
初
期
の
徳
川
家
旗
本
の
甲
冑
を
知
る
う
え

で
の
好
資
料
と
な
る
。 

 

○
伝
永
井
直
清
所
用
衣
類 

永
井
神
社
の
社
伝
で
永
井
直
清
の
所
用
と
さ
れ
る
も
の
で
、
具
足
下
着
と
伝
え
る
帷

子
三
点
〔
①
～
③
〕
と
小
袴
一
点
〔
④
〕、
股
引
二
点
〔
⑤
、
⑥
〕
で
あ
る
。 

・
浅
葱
地
永
井
鉄
線
一
文
字
三
星
紋
散
染
帷
子(

伝
具
足
下
着) 

 
 

①
一
四
三
・
五 

②
一
四
六
・
八 

③
一
四
八
・
〇 

 

三
点
と
も
ほ
ぼ
同

寸
法
・
同
意
匠
で
あ
る
。

浅
葱
色
の
麻
地
に
永

井
家
の
家
紋
・
永
井
鉄

線
紋
と
一
文
字
三
星

紋
の
複
数
個
を
染
め

抜
く
。
「
具
足
下
着
」

の
紙
札
が
付
き
、
前
記

甲
冑
の
具
足
櫃
に
収

納
さ
れ
て
い
た
。
制
作

は
十
八
世
紀
前
半
と

み
ら
れ
、
形
式
か
ら
具

足
下
着
よ
り
も
浴
衣

の
可
能
性
が
高
い
。 

推
定
さ
れ
る
制
作
時
期
か
ら
、
永
井
直
清
所
用
の
可
能
性
は
低
い
。
し
か
し
、
家
紋

か
ら
永
井
家
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
浴
衣
と
み
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代

の
大
名
級
の
武
家
の
日
常
着
は
現
存
数
が
少
な
い
。 

・
小
袴 

④(

法
量
は
計
測
不
能) 

 

「
直
清
公
大
坂
御
陣
場
血
染
小
袴
」
と
の
紙
札
が
つ
く
。
絹
製
だ
が
、
劣
化
が
著
し

く
、
原
型
を
留
め
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
形
式
や
血
染
め
の
有
無
な
ど
不
明
だ
が
、

唐
傘
文
様
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
『
直
清
霊
神
像
』
に
描
か
れ
た
小
袴

の
文
様
に
一
致
す
る
。 

永
井
家
に
と
っ
て
は
、
前
記
具
足
と
と
も
に
、
永
井
直
清
の
大
坂
の
陣
に
お
け
る
武

勲
を
表
す
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

・
股
引 

⑤
八
六
・
四 

⑥
九
二
・
〇 

⑤
は
表
が
木
綿
で
、
裾
部
に
は
麻
の
裏
地
が
つ
く
。
制
作
は
ズ
ボ
ン
に
近
い
形
状
で
、

裾
口
を
絞
っ
て
動
き
や
す
く
し
て
い
る
。「
木
綿
草
御
又
曳 

壱
ツ
」
の
紙
札
が
つ
く
。

制
作
年
代
は
特
定
で
き
な
い
が
、
十
八
世
紀
前
半
に
流
行
し
た
技
法
を
用
い
て
い
る
。 

 

⑥
は
中
国
の
綿
毛
混
紡
織
物
・
兜
羅
綿
（
と
ろ
め
ん
）
製
を
示
す
「
と
ろ
め
ん
袷
御

又
引 

一
つ
」
の
紙
札
が
つ
く
。
肩
紐
が
つ
く
ズ
ボ
ン
状
で
、
形
式
的
に
も
珍
し
い
。

裾
に
木
製
黒
漆
塗
の
ボ
タ
ン
が
あ
る
。
制
作
年
代
は
不
詳
。 

甲
冑
を
着
用
す
る
際
の
股
引
と
み
ら
れ
る
が
、
類
品
は
現
存
例
が
少
な
い
。
大
名
家

に
ふ
さ
わ
し
い
作
域
で
、
特
に
⑥
は
舶
来
品
の
兜
羅
綿
製
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

  

近
世
前
期
に
武
家
が
実
際
に
使
用
し
た
甲
冑
や
、
日
常
で
用
い
た
衣
類
の
現
存
数
は

少
な
い
た
め
、
今
回
調
査
し
た
甲
冑
及
び
衣
類
は
、
甲
冑
史
や
服
飾
史
、
染
色
史
の
研

究
に
お
い
て
非
常
に
貴
重
な
資
料
と
な
る
。 

ま
た
、
高
槻
藩
主
永
井
家
に
と
っ
て
、
自
ら
の
存
在
意
義
を
高
め
る
た
め
の
初
代
直

清
の
顕
彰
・
神
格
化
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
藩
祖
と
そ

の
祭
祀
を
含
む
高
槻
藩
研
究
に
お
い
て
も
重
要
な
歴
史
資
料
と
な
る
。
引
き
続
き
、
一

連
の
資
料
群
と
し
て
、
刀
剣
や
軍
陣
道
具
な
ど
の
永
井
直
清
の
関
連
資
料
の
調
査
を
進

め
て
い
き
た
い
。 

 

【
注
】 

(

１)
 

具
足
櫃
の
墨
書
に
あ
る
本
甲
冑
の
修
理
は
、
永
井
神
社
の
尊
影
『
直
清
霊
神
像
』
の
制
作
時
期
と
同
時

期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
永
井
神
社
創
建
に
伴
う
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

(
２)

 

本
甲
冑
に
用
い
ら
れ
た
黒
糸
は
、
全
て
劣
化
が
著
し
い
。
こ
れ
は
、
染
め
る
際
の
染
色
剤
に
含
ま
れ
た

鉄
分
が
酸
化
し
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
手
法
が
主
流
と
な
っ
た
中
世
末
期
～
近
世
の
黒
色
の
威
糸
に
共

通
し
た
現
象
で
あ
る
。 

(

３)
 

山
上
八
郎
が
『
日
本
甲
冑
の
新
研
究 

下
』(

私
家
版
、
一
九
二
八
年)

に
お
い
て
、
輪
貫
の
前
立
の
例

と
し
て
本
甲
冑
を
紹
介
し
て
い
る
。 

  

浅葱地永井鉄線一文字三星紋散染帷子 
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本山寺蔵金銅唐草文透彫釣灯籠(弘治二年銘) 

本
山
寺
蔵 

弘
治
二
年
銘
釣
灯
籠
の
「
鹿
塩
内
蔵
充
綱
」 中

西 

裕
樹 

 
本
市
大
字
原
に
所
在
す
る
本
山
寺
は
、
市
指
定
文
化
財
『
本
山
寺
文
書
』
な
ど
、
中

世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
文
化
財
を
数
多
く
伝
え
る
。
こ
の
う
ち
、
平
成
二
十
一
年
秋

季
特
別
展
「
北
摂
の
戦
国
時
代 

高
山
右
近
」
で
は
、
同
寺
が
所
蔵
す
る
弘
治
二
年(

一

五
五
六)

と
永
禄
元
年(
一
五
五
八)

の
紀
年
銘
を
有
し
た
二
基
の
金
銅
唐
草
文
透
彫
釣

灯
籠
を
調
査
し
、
展
示
す
る
機
会
を
得
た(

１)

。
こ
こ
で
は
、
特
に
弘
治
二
年
銘
の
釣

灯
籠
に
刻
ま
れ
た
「
鹿
塩
内
蔵
充
綱
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。 

【
銘
文
】 

本
山
寺
／
毘
沙
門
／
御
寶
前
／
鹿
塩
／
内
蔵
充
綱
／
弘
治
二
年 

 

従
来
、
鹿
塩
内
蔵
充
綱
は
、
永
禄
元
年
銘
の
釣
燈
籠
に
確
認
で
き
る
「
願
主
奥
重
介

長
盛
」
と
と
も
に
、
本
市
の
芥
川(

２)

に
来
住
し
て
い
た
信
濃
守
護
小
笠
原
長
時
の
被

官
と
み
ら
れ
て
い
た(

３)

。
小
笠
原
長
時
は
甲
斐
の
武
田
信
玄
に
国
を
追
わ
れ
た
人
物 

                 

で
、
『
本
山
寺
文
書
』
に
信
濃
回
復
を
祈
願
し
た
永
禄
四
年
の
書
状
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
た
め
、
釣
灯
籠
は
同
人
の
被
官
が
奉
納
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
蛇
足

で
あ
る
が
、
他
に
二
通
伝
来
す
る
小
笠
原
氏
関
連
文
書
の
う
ち
、
小
笠
原
長
高
書
状
と

さ
れ
る
同
年
九
月
二
十
二
日
付
の
差
出
人
は
、
戦
国
大
名
三
好
長
慶
の
奉
行
人
奈
良
長

高
の
誤
り
で
あ
る(

４)

。 

さ
て
、
こ
の
鹿
塩
内
蔵
充
綱
を
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
天
野
忠
幸
氏(

日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
・
関
西
大
学)

か
ら
、
史
料
の
所
在
や
見
解
の
教
示
を
得
、
摂

津
出
身
の
三
好
長
慶
関
係
者
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
さ
れ
た(

５)

。
以
下
で
は
関
係

史
料
を
引
用
し
な
が
ら
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。 

【
史
料
１
】(

６) 

 
 

 

尚
々
多
大
太
へ
者
、
於
此
方
可
申
候
、
万
々
御
馳
走
奉
憑
存
候
、
此
外
不
申
候
、 

就
多
田
院
段
銭
儀
、
従
彼
院
被
申
候
分
、
長
慶
よ
り
以
折
帋
被
申
候
、
京
済
候
上
者
、

如
先
々
、
被
成
其
御
心
得
、
可
然
存
候
、
我
等
申
次
之
儀
候
之
間
、
別
而
御
馳
走
奉

憑
候
、
恐
々
謹
言 

石
田
大
蔵
大
夫 

五
月
十
一
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

頼
長(

花
押)

 

 
 

 

若 

槻 

伊
豆
守
殿 

 
 

 

小
畠
次
郎
左
衛
門
尉
殿 

 
 

 

鹿 

塩 

蔵 

允 

殿 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

御
宿
所 

石
田
頼
長
と
い
う
人
物
が
多
田
院(

兵
庫
県
川
西
市)

に
賦
課
さ
れ
た
段
銭
に
関
し
、

若
槻
伊
豆
守
ほ
か
二
名
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
多
田
院
の
申
し
出
に
よ
っ
て
段
銭
の

一
部
が
「
長
慶
よ
り
以
折
帋
」
、
す
な
わ
ち
三
好
長
慶
の
承
認
を
受
け
て
、
京
都
で
納

入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
頼
長
の
ほ
か
「
鹿
塩
蔵
允
」
ら
が
「
申
次
」
と
し
て
対
応
す

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

【
史
料
２
】(

７) 

就
御
段
銭
之
儀
、
摂
州
河
辺
郡
多
田
七
郷
並
加
納
山
本
・
米
谷
・
小
戸
村
等
、
任 

 
御
代
々
證
文
之
旨
、
為 

一
献
銭
五
拾
貫
文
、
如
先
規
御
京
済
肝
要
候
、
恐
々
謹
言 

小
畠
次
郎
左
衛
門
尉 

五
月
十
九
日 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

忠
清(

花
押)

 

多
羅
尾
代 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

政
盛(

花
押)

 

七
月 

廿
二
日 
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鹿
塩
蔵
允 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

宗
綱(

花
押) 

若
槻
伊
豆
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

長
澄(

花
押) 

 
 

多
田
院
雑
掌 

史
料
１
を
う
け
、
申
次
の
若
槻
長
澄
ら
他
三
名
が
五
月
十
九
日
付
で
多
田
院
に
出
し

た
連
署
書
状
。
段
銭
の
京
済
を
伝
え
、
鹿
塩
蔵
允
の
名
は
「
宗
綱
」
と
あ
る
。
史
料
１
・

２
は
年
未
詳
で
あ
る
が
、
同
内
容
を
伝
え
る
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
が
永
禄
二
年(

一

五
五
九)

六
月
十
四
日
付
で
あ
る
た
め
、
年
次
は
同
年
に
比
定
で
き
る(

８)

。 

【
史
料
３
】(

９) 

就
御
代
替
棟
別
之
儀
、
筑
前
守
為
上
使
罷
出
候
、
然
ニ
当
寺
御
免
除
事
承
候
、
以
證 

文
上
御
奉
行
衆
ニ
申
分
候
之
間
、
聊
不
可
有
別
儀
候
、
恐
惶
謹
言 

和
久
与
介 

三
月
朔
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

房
次(

花
押) 

鹿
塩
蔵
允 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

綱(

花
押) 

宇
高
大
隅
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

可
久(

花
押) 

 
 

 

本
興
寺 

 
 

 
 

 

参 

玉
床
下 

尼
崎(

兵
庫
県
尼
崎
市)

の
中
心
寺
院
で
あ
る
本
興
寺
の
棟
別
銭
免
除
に
関
わ
り
、
三

好
長
慶
の
上
使(

取
次)

に
「
鹿
塩
蔵
允
綱
」
と
い
う
人
物
が
確
認
で
き
る
。
年
代
は
不

詳
で
あ
る
が
、
先
の
鹿
塩
蔵
允
宗
綱
と
同
一
人
物
か
近
親
者
と
思
わ
れ
、
鹿
塩
氏
が

「
綱
」
を
名
前
の
通
字
と
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

と
こ
ろ
で
三
好
長
慶
権
力
の
中
枢
は
、
摂
津
国
や
山
城
国
出
身
の
申
次
や
上
使
、
検

使
ら
の
役
割
を
持
つ
人
々
で
構
成
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る(

10)

。
史
料
３
で

連
署
す
る
和
久
房
次
も
、
天
文
二
十
三
年(

一
五
五
四)

に
三
好
長
慶
が
居
城
の
芥
川

(

山)

城(

大
阪
府
高
槻
市)

で
裁
定
し
た
山
城
国
今
里
・
上
植
野(

京
都
府
長
岡
京
市
・

向
日
市)

の
用
水
相
論
で
の
検
使
「
和
久
与
助
」
本
人
か
近
親
者
に
違
い
な
い(

11)

。 

こ
れ
ら
の
点
を
ふ
ま
え
る
と
、
「
鹿
塩
」
と
い
う
珍
し
い
姓
は
、
摂
津
国
武
庫
郡
の

大
字
鹿
塩(

か
し
お
・
兵
庫
県
宝
塚
市)

に
由
来
す
る
も
の
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

本
山
寺
の
所
在
地
は
芥
川
城
の
近
隣
で
も
あ
る
。
鹿
塩
氏
は
長
慶
を
支
え
た
摂
津
の
勢

力
と
し
て
、
本
山
寺
の
釣
灯
籠
に
そ
の
名
を
残
し
た
の
だ
ろ
う(

12)

。 

し
か
し
、
釣
灯
籠
の
銘
は
「
鹿
塩
内
蔵
充
綱
」
で
あ
り
、
文
書
に
み
え
る
「
鹿
塩
蔵

允
宗
綱
」
「
鹿
塩
蔵
允
綱
」
で
は
な
い
。
ま
た
、
久
保
智
康
氏(

京
都
国
立
博
物
館)

に

よ
れ
ば
、
釣
灯
籠
の
制
作
時
期
は
十
七
世
紀
初
頭
に
推
定
で
き
る
。
紀
年
銘
の
弘
治
二

年
前
後
の
制
作
で
あ
れ
ば
、
「
允
」
と
「
充
」
な
ど
の
錯
誤
は
想
定
し
づ
ら
い
。 

馬
部
隆
弘
氏(

枚
方
市
立
図
書
館
市
史
資
料
室)

に
よ
れ
ば
、
鹿
塩
氏
の
活
動
は
豊
臣

期
以
降
も
大
坂
周
辺
で
確
認
で
き
る
と
い
う
。
釣
灯
籠
の
年
代
観
と
紀
年
銘
、
そ
し
て

人
名
の
ズ
レ
は
豊
臣
期
以
降
の
鹿
塩
氏
の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
最
後

に
な
っ
た
が
、
調
査
・
展
示
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
本
山
寺
住
職
の
百
済
寂
仁
氏
、
天

野
忠
幸
氏
、
久
保
智
康
氏
、
馬
部
隆
弘
氏
に
あ
ら
た
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。 

【
注
】 

(

１) 

釣
灯
籠
の
形
状
な
ど
に
つ
い
て
は
、
千
田
康
治
「
金
銅
唐
草
文
透
彫
釣
灯
籠
」(

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と

歴
史
館
『
北
摂
の
戦
国
時
代 

高
山
右
近
』
列
品
解
説
、
二
〇
〇
九
年)

を
参
照
。 

(

２)

こ
の
「
芥
川
」
に
つ
い
て
は
、
西
国
街
道
の
宿
で
あ
る
芥
川
周
辺
で
あ
る
の
か
、
三
好
長
慶
が
居
城
と

し
た
芥
川(

山)

城
で
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

(

３)

高
槻
市
教
育
委
員
会
『
戦
国
時
代
の
高
槻
』(

一
九
七
七
年)

。 

(

４)

高
槻
市
立
し
ろ
あ
と
歴
史
館
『
三
好
長
慶
の
時
代
』(

二
〇
〇
七
年)

。 

(

５)

中
西
裕
樹
「
北
摂
の
戦
国
時
代 

高
山
右
近
」(

前
出
『
北
摂
の
戦
国
時
代 

高
山
右
近
』)

。 

(

６) 

『
多
田
神
社
文
書
』
「
石
田
頼
長
書
状
」
年
未
詳
五
月
十
一
日
付(

『
兵
庫
県
史 

史
料
編
中
世
一
』)

。 

(

７) 

『
多
田
神
社
文
書
』
「
若
槻
長
澄
等
連
署
書
状
」
年
未
詳
五
月
十
一
日
付(

『
兵
庫
県
史 

史
料
編
中
世
一
』)

。 

(

８) 

『
多
田
神
社
文
書
』
「
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
」
永
禄
弐
年
六
月
十
四
日
付(

『
兵
庫
県
史 

史
料
編
中

世
一
』)

。
天
野
忠
幸
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
書
は
細
川
六
郎(

昭
元)

奉
行
人
奉
書
で
あ
る
。 

(

９)

『
本
興
寺
文
書
』
「
宇
高
可
久
等
書
状
」
年
未
詳
三
月
朔
日
付(

『
兵
庫
県
史 

史
料
編
中
世
一
』)

。 

(

10)

天
野
忠
幸
「
三
好
氏
の
畿
内
支
配
と
そ
の
構
造
」(

『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
九
八
、
二
〇
〇
六
年
。
後
に

補
訂
が
『
戦
国
期
三
好
政
権
の
研
究
』(

清
文
堂
、
二
〇
一
〇
年)

所
収)

。 

(
11)

注
４
文
献
参
照
。 

(
12) 
『
永
禄
四
年
三
好
亭
御
成
記
』(

群
書
類
従)

で
は
「
御
折
御
盃
奉
行
」
の
「
和
久
与
介
、
廣
塩
蔵
丞
、

若
槻
隠
岐
守
」
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
廣
塩
」
は
「
鹿
塩
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。 
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